
として保護され続けたため、本種は当地で生
き続けることができたのだろう。
　身近な文化財の調査を通じ、地域の歴史や
自然に対する理解や郷

きょう
土
ど

愛
あい

を育むため、地元
の鶴枝小学校では毎年セミの抜け殻の調査を
行っている。また、本種の生息地が国の天然
記念物に指定されていることを普及するため、
平成４年７月には市内の電話ボックスに巨大
なセミのオブジェが設置された。このオブジェ
は電話ボックスの撤去に伴って市に寄

き
贈
ぞう

され、
現在は天然記念物指定地に隣接する、鶴枝公
民館に飾られている。これらのエピソードか
らも、ヒメハルゼミとその生息地が地元住民
に大切にされている様子が伺える。
　ヒメハルゼミの大合唱を鶴枝で聞くことが
できるのは、本種の生息環境や分布が特

とく
異
い

的
てき

であることに加え、地元の方々が森を守り続
けた賜

たま
物
もの

である。そんなことに思いを馳せつ
つ、今年の夏はこの不思議なセミの鳴き声を
聞きに鶴枝に行ってみてはいかがだろうか？

　セミと言われて思い浮かべる種というと、
アブラゼミやミンミンゼミを連想する人が多
いのではないか。これらのセミは公園や住宅
街でも鳴き声を聞くことができ、なじみ深い
と思われる。しかし、千葉県に生息するセミ
の中に「ヒメハルゼミ」という種がいること
を知る人はどれだけいるだろうか。
　ヒメハルゼミはヒグラシを小さく、また黒っ
ぽくしたような外見をしているが、木の高い
場所に止まっていることが多く、その姿を目
にする機会は少ない。６月後半から７月にか
け「ウィーン、ウィーン……」とも「ジリリオー、 
ジリリオー」とも表現される鳴き声で集団で鳴 
く習性をもち、特に夕方になると、森全体が
鳴いているかのような蝉

せみ
時
し

雨
ぐれ

を聞くことがで
きる。関東地方から鹿児島県の徳之島にかけ
ての照

しょう
葉
よう

樹
じゅ

林
りん

に生息するが、原生林に近い環
境にしか生息できないことに加え、移動能力
も低く、全国的にも生息地は限られている。
　そんなヒメハルゼミは「千葉」の名を持つ昆
虫でもある。本種は茂原市鶴枝の八

はち
幡
まん

山
やま

で採集
された標本に基づき、大正６年に新種として記
載された。学名には「千葉（県）産の」を意味 
する“c

チ ベ ン シ ス
hibensis”とつけられている。鶴枝の生

息地は国内有数のものとされ、昭和16年12月に
国指定天然記念物「鶴枝ヒメハルゼミ発生地」
として指定された。周囲に水田や住宅街が広が
る中でひときわ存在感を放つ八幡山には、シ
イ類やカシ類の大木が多く、鬱

うっ
蒼
そう

とした照葉樹
林が広がる。こうした環境が八幡神社の社

しゃ
叢
そう

林
りん
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「千葉」の名を持つセミの発生地を訪ねて
－鶴
つる
枝
え
ヒメハルゼミ発生地－

鶴枝公民館に設置されたヒメハルゼミのオブジェ


